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        会員の相互交流と道具の貸し借りを柔軟に対応 

甲賀市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（滋賀県） 

 

１．補助金減額をきっかけに設立 
 甲賀市の総合型クラブは、当時の体育指導委員が中心となって作り上げたものです。それぞれ特徴はあり

ますが基本理念はお互い共通しています。平成 16 年 10 月に５町が合併して甲賀市が誕生した時も体育指導

委員会に総合型クラブ部を作り、各クラブの活動支援また設立支援をしていました。また、各クラブのマネ

ジャーも体育指導委員でした。 
 
平成 20 年に、各クラブ個々に支給されていた補助金の総額が減額されるとともに、支給先も一本化され

ました。本来、補助金なしの自主自立前提で立上げに望んだはずですが、理想と現実の運営の中で、各クラ

ブの連携の必要性と情報交換の場として、甲賀市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の設立になりました。 
 

２．組織体制と運営 
甲賀市内、10 クラブ（鮎っこクラブ、はーと貴生川スポーツクラブ、伴谷ＢＡＮＢＡＮクラブ、柏木レイ

ンボークラブ、信楽ぽぽんた倶楽部、こうかサスケくらぶ、ＫＯＮＡＮ忍にんスポーツクラブ、綾野ゆうゆ

うクラブ、城山あいあいクラブ、土山チャオスポーツクラブ）が集まって設立されました。 
協議会の主要な役職は、会長（ぽぽんた）、副会長（はーと、忍にん）、事務局（サスケ）、会計（レインボ

ー）があり、各クラブに振り分けて担当しています。 
 
日々の活動は、月 1 回程度のクラブマネジャー会議で決定し、総会と予算をともなう決議だけ、会長やク

ラブマネジャー出席の連絡協議会を開催しています。両会議とも、市文化スポーツ振興課と県クラブ育成ア

ドバイザーの出席をお願いしています。 
 今年度は、スタッフの研修会・講習会を共同開催します。２月には、「ドイツのスポーツクラブ事情につい

て・スポーツクラブ運営について」をテーマに 石井 学氏（ドイツとの交流をコーディネートする会社の経

営者）の講演を予定しています。 
来年度は、各クラブがお互いに教えあい自前の教室指導者を作れるように、年数回の研修会を開催する予

定です。 
 

３．会員の相互交流とクラブ間での道具の貸し借り 
  今年度の取り組みとして、会員が他のクラブの教室に年 1,000 円で参加出来るシステムを始めました。各

クラブ会員のクラブ間相互交流です。この取り組みは、各クラブが開放できる教室を表示し、その教室がな

いクラブや開催曜日、時間等会員の要望に対応できない欠点を補うのが目的です。今年度は 58 教室が開放

されました。各クラブの入会金が異なっていますので、大きな問題を抱えていますが、来年度も続ける予定

です。現在 20 名弱の交流会員がおられます。 
  
クラブ間での道具の貸し借りは、マネジャー会議で出てきた話しです。特別な約束事はありません。各ク

ラブで保有する用具も異なっており、各クラブからの借用申し入れに応じて柔軟に対応しています。相互信

頼は出来ていて、道具が壊れるとか無くなるという不安もありません。 



４．今後の方向性と課題 

  甲賀市では現在、新規にクラブ立ち上げを予定している地域はありません。活動５年以上のクラブが７つ

ありますが、市内で総合型地域スポーツクラブの認知度は高いと言えません。今後の方向性についての議論

もしていませんが、来年度はクラブ間交流で新しい実験が出来ます。ピラティス教室ですが、毎月第 1・3
金曜日をチャオが開催、第 2・4 金曜日をサスケが開催、開催時間、指導者は同じ、場所は土山と甲賀で少

し離れますが会員はプラス千円で毎週出来ることになります。 
 

ここから先は私の考えですが、甲賀市のクラブは創設期から成熟期に入りましたが、各クラブスタッフは

設立準備時代からのメンバーで、後継者の育成も順調とは言えません。 
しかし、今後、より多くの共感者を発掘する活動をしていくことで、さらにネットワークの活動を充実さ

せ、そのことで各クラブの活動も充実するような好循環を作っていきたいと考えています。 
 

（大原克彦 こうかサスケくらぶ理事長）   

 
 
 

【甲賀市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の情報】 

１）甲賀市人口：95,683 人  世帯数：31,891 戸   面積：481.69 平方キロメートル  
２）地域特性 

甲賀市は、滋賀県東南部に位置し、大阪･名古屋から 100 キロメートル圏内にあり、近畿圏と中部圏を

つなぐ広域交通拠点に位置しています。その東南部は、標高 1,000ｍを超える山々が連なる鈴鹿山脈に

より、西南部は信楽盆地とこれらに続く丘陵性山地により各々三重県、京都府に接しています。特に、

鈴鹿山系を望む丘陵地で、野洲川・杣川・大戸川沿いに平地が開け、また森林も多く琵琶湖の水源涵養、

水質保全にも重要な地域となっています。 
３）甲賀市連絡協議会今年度予算規模：150 万円   市内クラブ総会員数：約 2,200 人 
４）市担当課 甲賀市教育委員会事務局 文化スポーツ振興課 0748－86－8023 
５）連絡先、事務局  

大原克彦 こうかサスケくらぶ TEL０７４８－８８－５９００ 
  〒520-3435 滋賀県甲賀市甲賀町相模 124-7  メール： info@sasuke-club.jp 
  
                       
 

 

  

 


